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試作チューブの物性値は表4に示す。目標特性を満たすこ
とを確認できた。125℃加熱後も接着剤の流出や、チュー
ブの位置ずれは見られず良好であった（図12）。

6.　結　　言 
自動車用ワイヤーハーネスの段差のある1対2以上の電線

接続部に使用できる二層チューブを開発した。開発した二
層チューブは比較的低温（135℃）の加熱で電線接続部の
凹凸に追随し、125℃使用環境下で接着剤の流出・チュー
ブの位置ずれがなく、高い機械特性を有する。容易な取扱
性と高い防水保護性能から、自動車用途でのニーズが今後
ますます高まると予想され、幅広い活用が期待される。

用 語 集 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
※1	 PVC
ポリ塩化ビニル。耐熱温度80-100℃程度の電線の絶縁被
覆に使用される。

※2	 熱収縮率
100×（収縮前内径-収縮後内径）／収縮前内径で算出。

※3	 電子線
高エネルギーの電子の流れ。物質との衝突でエネルギーを
与えて化学反応を引き起こす。

※4	 結晶性樹脂
分子鎖が規則正しく整列した結晶部とランダムに存在して
いる非晶部からなる樹脂。

※5	 HDPE
高密度ポリエチレン。中低圧で重合された繰り返し単位の
エチレンが分岐をほとんど持たず直鎖状に結合した高結晶
性のポリエチレン。

・�スミチューブは住友電気工業㈱の登録商標です。
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図11　接着剤の被覆体への追随

図12　125℃加熱後のチューブ（開発品は位置ずれなし）

表4　開発品チューブ評価結果
項目 条件 規格値 結果

機械的特性

引張強さ 10.4MPa以上 25.0MPa
引張伸び 300％以上 550％
弾性率 400MPa以上 460MPa

突き刺し強度
（V字刃／押込み） 450N以上 520N

熱衝撃
225℃×4時間後 クラックなし 合格

耐熱性
130℃×7日後 クラックなし 合格

電気的特性
絶縁耐力 15.0kV/mm

以上 20.0kV/mm

体積抵抗率 1.0×1012Ω･cm
以上 9.0×1015Ω･cm

化学的特性 燃焼性 SAE J1128
70秒以内消炎 合格

防水保護性

オリジナル

漏れ電流値
0.25µA以下

合格
熱老化後

125℃×1000時間後 合格

耐熱性
ブレーキオイル
2時間浸漬後

合格

耐油性
オートマチックトランスミッションオイル

2時間浸漬後
合格
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